
ライオンズクラブ国際協会 332-C地区

思いやりと奉仕の喜び 共感し！ We Serve
ガバナースローガン

保科町長へ日本ライオンズ アラートからの贈呈
（2020年3月13日 丸森町）

丸森町仮設住宅へコロナ対策支援（2020年3月13日 丸森町）第３R合同新年例会（2020年2月10日 キャッスルプラザ多賀城）

聖火歓迎セレモニー（2020年3月13日 東松島市）
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第
4
回
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
は
縮
小
版
と

な
り
18
名
の
出
席
者
で
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局

に
て
開
催
し
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
会
員
皆
様

の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
に
、
昨
年
は
災
害
が
相
次
ぎ

息
つ
く
暇
も
な
く
過
ぎ
、
明
け
て
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
で
大
い
に
混
乱

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

4
月
1
日
時
点
で
宮
城
県
で
は
11
名
（
仙
台

市
内
は
9
名
）が
感
染
し
、
全
国
で
は
2
1
7
8

名
（
3
月
31
日
現
在
）
の
感
染
者
と
な
り
、
行

政
・
医
療
関
係
で
も
危
機
的
状
況
に
苦
慮
し
て

い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

2
0
2
0
は
1
年
延
期
と
な
り
2
0
2
1
年
7

月
23
日
か
ら
の
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。
各
種

延
期
や
中
止
の
中
、
3
月
の
大
相
撲
春
場
所
の

無
観
客
試
合
は
珍
し
か
っ
た
が
、
4
月
24
日
か

ら
の
プ
ロ
野
球
試
合
日
程
も
延
期
と
な
り
、
こ

れ
は
東
日
本
大
震
災
で
延
期
し
て
以
来
の
こ
と

区
で
は
ど
う
対
応
す
べ
き
か
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
お
話
を
是
非
、
宮
城
県
の
皆
様

に
も
お
聞
か
せ
出
来
る
機
会
を
作
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
同
じ
福
岡
で
3
3
5
―
B
地
区
川
野

P
D
G
か
ら
は
当
地
区
鈴
木
俊
一
P
D
G
の
と

き
に
支
援
し
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
子
供
の
森
（
石
巻

市
）
に
つ
い
て
今
ど
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
？
と
尋
ね
ら
れ
、
2
/

22
に
石
川
P
D
G
と

現
地
を
視
察
し
、
写
真
や
関
係
資
料
な
ど
を

添
付
し
ウ
エ
ブ
（
詳
細
は
F
B
に
掲
載
）
で
状
況

を
説
明
し
ま
し
た
。
1
0
0
0
万
円
以
上
も
支

援
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
今
が
ど
う
な
っ

て
い
る
か
尋
ね
る
の
は
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。

3
3
5
―
B
地
区
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
等
で

も
説
明
し
た
い
の
で
資
料
を
使
っ
て
よ
い
か
と

承
諾
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
二
つ
返
事
で
了

承
し
て
い
ま
す
。
や
は
り
こ
れ
も
ア
ラ
ー
ト
で

す
。
支
援
を
受
け
れ
ば
当
然
そ
の
お
返
し
と
し

て
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
の
か
を
報
告

す
る
こ
と
が
義
務
と
し
て
あ
る
し
重
要
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　

木
川
田
丸
も
ゴ
ー
ル
ま
で
残
り
わ
ず
か
で

す
。
皆
様
の
ご
支
援
に
感
謝
し
つ
つ
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
対
処
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
残
り
任
期
４
か
月
、
更
な
る
ご
支
援
を
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

だ
そ
う
で
す
。

　

年
次
大
会
代
議
員
会
の
開
催
方
法
に
つ
い
て

は
国
際
本
部
よ
り
連
絡
が
あ
り
、
郵
送
で
開
催

す
る
方
法
を
示
さ
れ
、
3
3
2
―
C
地
区
の
代

議
員
会
も
そ
の
方
法
で
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
土
日
・
夜
間
の
不
要
不
急
の
外
出
は
控

え
る
よ
う
要
請
が
出
て
い
ま
す
し
、
各
種
会
合

も
開
催
が
極
め
て
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で

3
3
2
M
D
の
年
次
大
会
も
中
止
す
る
方
向
と

伺
い
ま
し
た
（
4
月
1
日
）。
同
様
に
代
議
員
会

は
別
の
方
法
で
開
催
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
2
月
11
日
に
ア
ラ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

全
国
大
会
i
n
福
岡
に
参
加
、
全
国
の
皆
様
へ

台
風
19
号
の
宮
城
県
へ
の
支
援
に
対
し
て
お
礼

を
述
べ
て
参
り
ま
し
た
。
永
冨
淳
次
第
一
副
地

区
ガ
バ
ナ
ー
は
シ
カ
ゴ
で
研
修
中
の
た
め
、
加

藤
俊
治
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
と
ア
ラ
ー
ト
担

当 

鈴
木
二
三
子
副
幹
事
に
同
行
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
坂
本
惠
市
日
本
ア
ラ
ー
ト
チ
ー
ム
西
日

本
統
括
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
「
国
難
級
の
巨
大
災

害
に
ど
う
備
え
る
か
」
と
題
し
た
講
演
や
熊
本

県
や
佐
賀
県
の
被
災
地
の
報
告
が
各
担
当
者
か

ら
、
宮
城
県
の
報
告
も
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
動

画
も
見
せ
な
が
ら
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今

後
起
こ
る
で
あ
ろ
う
南
海
ト
ラ
フ
や
首
都
直
下

型
地
震
に
対
し
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
し
て

の
ア
ラ
ー
ト
活
動
は
ど
う
す
べ
き
な
の
か
、
地

ガ
バ
ナ
ー
通
信

ガバナー

L.木
き か わ だ

川田 明
あ き ひ ろ

弘
（仙台高砂LC）
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ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ス
ロ
ー
ガ
ン

1  

Ｇ
Ｍ
Ｔ
会
員
増
強
、
退
会
者
の
減
少

2  

Ｇ
Ｌ
Ｔ
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成 

、
人
材
の
発
掘

3  

Ｇ
Ｓ
Ｔ
糖
尿
病
予
防
啓
発
、
３
バ
ン
ク
支
援
、

　

  

献
血
活
動
の
継
続

4  

A
L
E
R
T
事
業

5  

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
・
薬
物
乱
用
防
止
事
業

6  

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
・
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
基
金
へ
の
寄
付

7  

Ｆ
Ｗ
Ｔ 

・ 

女
性
会
員
、
家
族
会
員
増
強
・
青
少
年
健
全
育
成

8  

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
支
援

9  

国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

10  

Ｇ
Ａ
Ｔ
ラ
イ
オ
ン
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
等
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
て

　

  

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
広
報
活
動 

思
い
や
り
と
奉
仕
の
喜
び
共
感
し
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

We　
S
e
r
v
e

幸
多
き   

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
風
を  

す
み
ず
み
へGMT グローバル・メンバーシップ・チーム

GLT グローバル・リーダーシップ・チーム
GST グローバル・サービス・チーム

FWT ファミリー・アンド・ウーマン・チーム
GAT グローバル・アクション・チーム

お知らせ
５月31日に予定していた第66回332複
合地区年次大会は、新型コロナウイルス
の影響で代議員会のみ開催となります。

ライオンズクラブ国際協会 332-C地区

2019-2020 地区運営方針
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アクティビティ レポート ............................................................................ 18
マンスリー集計表 ....................................................................................... 19
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全
国
か
ら
４
３
０
名
も
の
メ
ン
バ
ー
が
一

堂
に
会
し
て
、
講
演
及
び
事
例
発
表
が
行
わ

れ
た
ア
ラ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
来
賓
挨
拶
で

は
木
川
田
明
弘
ガ
バ
ナ
ー
が
、
台
風
19
号
に

よ
る
被
災
に
全
国
の
皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
ご

支
援
に
謝
辞
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
３
３
５
複
合
地
区
ア
ラ
ー
ト
委
員
長
・

日
本
ア
ラ
ー
ト
チ
ー
ム
西
日
本
統
括
リ
ー
ダ
ー 

L.
坂
本
惠
市
に
よ
る
「
国
難
級
の
巨
大
災
害

に
ど
う
備
え
る
か
」
と
題
し
て
１
時
間
の
講
演

及
び
熊
本
地
震
、
九
州
北
部
豪
雨
、
佐
賀
豪

雨
、
台
風
19
号
支
援
報
告
等
が
あ
り
ま
し
た
。

    

・
緊
急
支
援
と
復
興
支
援

  

・
後
方
支
援
と
直
接
支
援

  

・
ク
ラ
ブ
が
ア
ラ
ー
ト
活
動
を
行
う
た
め
の

　

 

必
須
項
目

  

・
災
害
レ
ベ
ル
の
判
定
に
よ
る
支
援
範
囲
の

 　

明
確
化

  

・
地
区
レ
ベ
ル
有
事
の
実
働
シ
ミ
ュ
レ
ー

　

 

シ
ョ
ン
等
多
岐
に
わ
た
る
講
演
で
し
た
。

３
３
２
―
C
地
区
近
々
の
課
題
と
し
て
以
下
が

あ
げ
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

  

１ 

各
ク
ラ
ブ
に
ア
ラ
ー
ト
の
担
当
者
を

  　

 

決
め
る

  

２ 

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
情
報
を
共
有
す
る

  

３  

各
自
治
体
・
社
協
と
の
連
携
を
取
る

　2月28日 政府発表により、「多数の方が集まる全国

的なスポーツや文化イベントについて、今後２週間は

中止や延期、規模縮小の対策を要請する」との方針が

表明されました。これに伴い、木川田ガバナーより各

クラブへ「新型コロナウイルスに伴う注意喚起」とし

て文書が発信されました。地区においても各種イベン

ト・委員会が中止・延期となっております。

＜キャビネット主催の主な行事の動向＞
① 3月23日　第4回キャビネット会議
 → 出席者縮小の上キャビネット事務局で開催
 　 懇親会は中止
② 3月27日　ニューメンバースクール → 中止
③ 4月9日　LCIFゴルフ大会 → 中止
④ 4月26日　地区年次大会
 → 代議員会中止（文書による決議で対応）
 　 式典・晩餐会は延期（6月13日に実施予定）

新型コロナウイルスに伴う地区の対応について

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

ア
ラ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
全
国
大
会
in
福
岡

 

日
時
■
2
0
2
0
年
2
月
11
日（
火
）  

13
時
30
分
～
17
時
40
分

 

会
場
■
ホ
テ
ル
日
航
福
岡

Governor
T o p i c s

INFORMATION

３
３
２
―
C
地
区 

災
害
対
策
担
当  

L.
鈴
木
二
三
子
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　2020年2月22日 石川名誉顧問と木川田ガバ
ナーは石巻市皿貝町にあるライオンズ子供の
森を散策（視察）。遊具や遊歩道、ログハウ
スなどが揃うこの施設は、3.11後に335-Bの
皆様から多大なご支援を頂いてできたもので
す。今期はコロナウイルス騒動で開催が難し
いですが、加藤第2副地区ガバナー、４Rの
皆さんが中心となり子供たちの活用イベント
の企画が待たれます。　

■日時：2020年3月20日
■場所：矢本海浜緑地パークゴルフ場
　2020年東京オリンピックのギリシャからの聖火を
東松島市で迎えるにあたり、４R１Zでは当初、早い
段階からパークゴルフ大会の開催や300人にて五輪
の人文字を作り歓迎する等企画を立てていました。
　しかし、この度の新型コロナウイルス（ＣＯＶＩ
Ｄ-19）の影響にて大会は中止に、五輪のマークも
当日の朝強風の中パネルを貼る作業を行い、セレ
モニー会場からは離れたところで歓迎の小旗を振る
ことになりました。村上廣志ＺＣはじめ、木川田ガ
バナー、伊藤キャビネット幹事、石川名誉顧問は
早 と々会場入りし作業に入りました。メンバーのご家
族、小さなお子さんも参加してのパネル貼りはあいに
くの強風の中の作業で手がかじかみ大変でしたが、
報道陣からの取材も多く、集まったメンバーは水色
のジャンパー着用にて全国の皆さんに、332-C地区
のライオンズクラブが団結して聖火を心から歓迎して
迎えたことをアピールすることができたと思います。
　オリンピックは一年延期、聖火は一年間日本で大
切に灯されることになりました。この度の新型コロナ
ウイルス感染が早期に収束し無事に開催されること
を祈ります。

　仙台高砂LCは、今期も地域の小学校へ足を
運び出展を呼びかけていました。地区と複合か
らの記念品、賞状をお届けに上がった学校の
玄関には、「ようこそ仙台高砂ライオンズクラブ
様」の張り紙をして迎えて頂きました。当地区の
国際平和ポスターコンテスト、少しずつ認知度
が上がり出展数が増えるよう、今春も学校へ向
かいます。

ライオンズ
子供の森を視察

復興の地で聖火を歓迎

国際平和ポスター入賞者への記念品・賞状を学校へ
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2
0
2
0
年
3
月
13
日 

丸
森
町
仮
設

住
宅
の
皆
さ
ん
へ
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ア

ラ
ー
ト
よ
り
レ
ン
ジ
購
入
資
金
を
頂
い
て

い
ま
し
た
が
、
地
元
の
電
気
店
へ
の
支
払

い
を
済
ま
せ
た
残
金
全
額
を
丸
森
町
へ
木

川
田
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
贈
呈
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
全
国
か
ら
ご
支
援
、
ご
協
力
下

さ
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ま
へ
感
謝
で

す
。『
町
政
史
上
最
悪
』
と
な
っ
た
昨
秋
の

台
風
19
号
の
被
害
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一

歩
ず
つ
前
進
。
役
場
前
の
瓦
礫
集
積
地

は
、
き
れ
い
に
片
付
い
て
い
ま
し
た
。

　

2
0
2
0
年
3
月
13
日 

丸
森
町
仮

設
住
宅 

６
か
所
、
3
月
17
日 

大
郷
町

仮
設
住
宅
へ
、
姫
路
中
央
L
C
よ
り

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
対
策
と
し
て
、
次
亜
塩
素
酸

水
噴
霧
器
７
台
と
薬
剤
カ
プ
セ
ル
30

個
×
７
施
設
分
が
支
援
品
と
し
て
贈

ら
れ
ま
し
た
。
木
川
田
ガ
バ
ナ
ー
自

ら
現
地
に
赴
き
各
仮
設
住
宅
の
集
会

所
へ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

2
0
2
0
年
2
月
8
日 

丸
森
町
仮
設

住
宅
・
大
郷
町
仮
設
住
宅
へ
飲
み
物
の

提
供
を
頂
い
て
い
ま
す
。
藤
井
信
英
L

は
12
月
１
日 

丸
森
町
で
の
炊
出
し
に
も

岡
山
か
ら
参
加
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
1
月
30
日 

丸
森
町
社

会
福
祉
協
議
会
へ
軽
箱
バ
ン
・
車
輌
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
者
は
3
3
6
―
A
・
2
R
2
Z

今
治
東
L
C 

井
出
幸
彦
L
。 

井
出
L

は
今
治
か
ら
1
0
0
0
キ
ロ
の
道
の

り
を
運
転
し
丸
森
町
へ
車
を
届
け
、

新
幹
線
、
飛
行
機
を
乗
り
継
ぎ
帰
ら

れ
ま
し
た
。 

3.
11
時
に
大
槌
や
熊
本

地
震
被
災
地
へ
も
同
様
に
支
援
さ
れ

て
い
ま
す
。

台
風
19
号
被
災
地
支
援

続
報

REPORT

今
治
東
L
C 
L.
井
出

よ
り 

丸
森
町
社
協
へ

車
輌
の
贈
呈

岡
山
み
ら
い
L
C

L.
藤
井
よ
り
仮
設
住

宅
へ
飲
み
物
の
提
供

姫
路
中
央
L
C
よ
り

仮
設
住
宅
へ

コ
ロ
ナ
対
策
支
援

日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ

ア
ラ
ー
ト
か
ら
の

支
援

台
風
19
号
に
よ
る
災
害
被
害
に
対
し
て
、
全
国
の
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
多
大
な
る
支
援
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

丸森町社会福祉協議会へ 遠く愛媛県から車を
届けにきてくれた井出幸彦L（今治東LC）

丸森LCのメンバーでもある
保科町長を囲んで

丸森町・大郷町の仮設住宅にコロナウイルス等の
予防対策として設置された支援品を前に

仮設住宅に提供されたお茶

３
３
２
―
C
地
区 

災
害
対
策
担
当  

L.
鈴
木
二
三
子
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係
で
あ
る
と
と
も
に
助
け
合
う
関
係
が
構
築
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
良
く
分
か
り
ま
し
た
。
仮
設
住
宅
の
方

か
ら「
お
は
ぎ
大
好
き
で
す
。
あ
り
が
と
う
。」、「
あ

な
た
の
家
は
大
丈
夫
だ
っ
た
？
」
と
い
う
温
か
い
思

い
や
り
の
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
逆
に
慰
問
し

た
私
た
ち
が
感
動
を
頂
い
た
の
で
し
た
。
レ
オ
ク
ラ

ブ
が
見
た
の
は
ほ
ん
の
一
部
で
あ
り
ま
し
た
が
、
ま

だ
家
の
片
付
け
が
終
わ
ら
な
い
、
片
付
け
の
で
き
る

状
態
で
な
い
、
報
道
さ
れ
て
い
な
い
私
た
ち
の
知
ら

な
い
実
態
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
緒
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
丸
森
町
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
々
は

優
し
く
、
そ
し
て
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
り
、
な
お
か
つ
地

域
の
方
と
の
顔
が
見
え
る
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
地
域
に
詳
し
い
丸
森
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
取
り
組
む
背
中
を
見
て
、

私
た
ち
レ
オ
ク
ラ
ブ
も
視
野
を
広
げ
る
と
と
も
に
、

実
際
に
深
く
関
わ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
強
く
感
じ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
、
一
体
的
・
総
合
的
な

体
制
か
ら
継
続
性
や
迅
速
的
な
多
様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
3
3
2
―
C
地

区
の
レ
オ
ク
ラ
ブ
全
体
で
「
自
ら
考
え
行
動
し
て
い

く
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
共
同
と
連
携
を
図
る
こ

と
で
よ
り
質
の
高
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
度
丸
森
町
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
企

画
・
運
営
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
ガ

バ
ナ
ー
や
役
員
、
ア
ラ
ー
ト
委
員
会
の
ラ
イ
オ
ン
の

皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
ラ
イ
オ
ン
の
皆
様
に
、「
貴

重
な
体
験
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
こ

と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
ご
支
援
・
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
2
年
2
月
8
日（
土
）、
昨
年
10
月
に
発
生
し

た
台
風
19
号
に
よ
り
大
き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
県

南
部
の
丸
森
町
で
、
私
た
ち
東
北
福
祉
大
学
レ
オ
ク

ラ
ブ
11
名
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
3
3
2

―
C
地
区
の
ラ
イ
オ
ン
の
方
々
と
一
緒
に
復
興
支
援

を
目
的
と
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行
い
ま
し
た
。

台
風
被
害
に
よ
り
仮
設
住
宅
に
避
難
し
て
い
る
町
民

の
方
々
に
、「
笑
顔
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と

お
は
ぎ
を
作
り
届
け
た
も
の
で
し
た
。

　

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
取
り
組
ん
だ
経
緯
は
、
台

風
19
号
の
宮
城
県
内
で
の
被
害
の
大
き
さ
を
報
道

で
見
て
、「
何
と
か
力
に
な
り
た
い
。」
と
レ
オ
ク
ラ

ブ
で
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
で
既
に
物
資
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

顧
問
か
ら
聞
き
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
丸
森
町
支
援
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
レ
オ
ク
ラ
ブ
参
加
を
要
望
し
ま
し

た
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
で
は
ア
ラ
ー
ト
委
員
会
に
お
い

て
検
討
し
て
い
た
だ
き
、
今
回
実
現
に
至
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
丸
森
町
の
被
災
の
悲

惨
な
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
参
加
し
た
レ
オ

ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
全
員
が
強
い
衝
撃
を
受
け
ま
し

た
。
レ
オ
ク
ラ
ブ
が
直
接
被
災
地
へ
関
わ
っ
た
の

は
、
平
成
28
年
11
月
に
台
風
に
よ
る
豪
雨
で
大
き
な

被
害
を
受
け
た
岩
手
県
岩
泉
町
の
泥
か
き
支
援
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
以
来
で
し
た
。
私
は
初
め
て
レ
オ
ク
ラ

ブ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
中
で
、
被
害
を
受
け
た
当

事
者
の
方
々
と
直
接
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
仮
設
住
宅
は
何
箇
所
か
に
分
か
れ
て
お
り
、
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
関
係
性
が
作
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
お
は
ぎ
配
り
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
特
徴
を
詳
し
く
知
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
お
互
い
が
見
ら
れ
て
い
る
関

東北福祉大学レオクラブ
丸森町支援 合同アクティビティ

Activity Report Special

東北福祉大学レオクラブ  会長
増子 颯起
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2
0
2
0
年
3
月
23
日
（
月
）
に
3
3
2
―
C
地
区

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局
に
て
第
4
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
は
副
委
員
長
を
含
め
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
構
成
員

全
員
を
招
集
し
、
パ
レ
ス
へ
い
あ
ん
に
於
い
て
行
う
予

定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
出
席
者
を
絞
り
、
縮
小
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会

議
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
伊

藤
睦
裕
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
が
中
心
と
な
り
万
全
の

体
制
で
臨
み
、
粛
々
と
提
出
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

〈
第
４
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
審
議
事
項
〉

第
１
号
議
案 

第
66
回
地
区
年
次
大
会
提
出
議
案
に
つ
い
て

 

1
． 資
格
審
査
委
員
会

 

2
． 議
事
運
営
委
員
会

 

3
． 地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
第
１
お
よ
び
第
２
副

 

　
　
地
区
ガ
バ
ナ
ー
指
名
・
選
挙
委
員
会

 

4
． 国
際
理
事
候
補
者
推
薦
委
員
会

 

5
． 決
議
委
員
会

第
2
号
議
案 

次
期
第
２
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
経
歴
書

　

議
案
は
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
各
事
業
経
過
報
告
、
今
後
の
事
業
展
開
等

が
協
議
さ
れ
、
会
議
は
終
了
し
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
構
成
員
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
3
3
2
︱
C
地
区

第
4
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
開
催

Topics

木川田ガバナーの挨拶永冨第一副地区ガバナーの挨拶加藤第二副地区ガバナーの挨拶
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【現　職】 株式会社テレモアドットコム 代表取締役
【学　歴】 1973年3月　宮城県石巻高等学校 卒業
【公　職】 総務省「放送コンテンツ適正取引検証・検討会議」 構成員  
 一般社団法人全国地域映像団体協議会 理事長
 一般社団法人東北インバウンド協会 代表理事 
 一般社団法人東北映像制作社協会 委員 
 NPO法人東京TVフォーラム 理事 
 一般社団法人日本映画テレビ技術協会東北支部 幹事 
 放送コンテンツ適正取引推進協議会 構成員 
 東北電子専門学校職業実践専門課程 委員  

【ライオン歴】 2009年7月 仙台青雲ライオンズクラブ入会
 2011年～2012年 クラブ幹事
 2012年～2013年 クラブ会長
 2013年～2014年 クラブ会長
 2017年～2018年 MC・ライオンみやぎ委員会委員長
 2018年～2019年 第１R第３Zゾーン・チェアパーソン
 2018年～2019年 MC・ライオンみやぎ・IT委員会委員長
 2019年～2020年 MC・ライオンみやぎ・ITアドバイザー

【アワード】 2017年～2018年 国際会長感謝状
 2018年～2019年 国際会長感謝状
 2020年～ メルビン・ジョーンズフェロー（１回目）

氏　名 遠
え ん

  藤
ど う

    誠
まこと

所属クラブ 仙台青雲ライオンズクラブ
生年月日 昭和30年（1955年）5月5日（64歳）
現住所 宮城県名取市ゆりが丘2丁目5-23
家　族 妻　典子
 長女　おり恵

　仙台青雲LCの遠藤誠Lの第二副地区ガバナーとしての立候補が発表されました。本年度の代議員会におい
て正式に第二副地区ガバナーとして選出される予定です。遠藤Lは、ライオンズ活動はもとより、TVCMはじめ
とした映像制作を中心としたメディア関連の会社を経営され、数多くのアワードを受賞されています。新しい感
性でライオンズ332-C地区の新時代を創っていただけることに期待が集まっています。

　東日本大震災以来、332-C地区では、防災教育事業を支援し、震災への備
えの大切さを伝える活動を継続しています。今年度、木川田ガバナーのもと開
催される年次大会を記念して、ALERT委員会（髙橋健一委員長（石巻めぐみ野
LC））が中心となり宮城県の沿岸部の子供たちにライフジャケットを届ける運動
のさらなる展開を進めております。震災で ライフジャケットがあれば助かった命
もあったはずです。ライオンズクラブは、今後も防災教育を通じて備えの重要
性を小さい頃から培ってもらえることに願いを込めて活動を継続していきます。
　寄贈先は、沿岸部および河川の氾濫する恐れのある地域の保育園・幼稚園
全体で、その数は1,500～1,600着。災害から園児たちの命を守るためのライ
フジャケット寄贈活動が進んでいます。

1Rの仙台青雲LCから第二副地区ガバナー誕生へ！

第二副地区ガバナー候補者
遠藤誠L（仙台青雲LC）のご紹介

次期第二副地区ガバナー候補者 経歴書

332-C地区ライフジャケット寄贈事業 沿岸部の子どもたちにライフ
ジャケットを届ける活動です！
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今
期
の
委
員
会
活
動
も
終
盤
を
迎
え
、
各
委
員
長
よ
り

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
様
へ
は
年
次
大
会
へ
の
様
々
な
協
力
要
請
・
ご
登
録

へ
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
が
、
国
難
と
も
い

う
べ
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
感

染
対
策
に
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
会
合
が
中
止
・
縮
小
・
延

期
さ
れ
て
い
ま
す
。
命
と
経
済
に
計
り
知
れ
な
い
打
撃
を

憂
慮
す
る
事
態
と
な
っ
て
お
り
、
一
日
も
早
い
収
束
を
祈

る
日
々
で
す
。

　

当
初
予
定
し
て
い
た
4
月
26
日（
日
）に
開
催
に
つ
い
て

は
、
6
月
13
日（
土
）延
期
に
向
け
て
現
段
階
で
は
粛
々
と

準
備
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
代
議
員
会
に

つ
い
て
は
書
面
開
催
に
な
り
ま
し
た
。
審
議
回
答
書
、
投

票
用
紙
に
つ
い
て
は
郵
送
で
の
や
り
取
り
に
な
り
ま
す
。

こ
の
先
、
ど
の
よ
う
な
展
開
に
な
る
か
は
予
測
が
つ
き
ま

せ
ん
が
、
開
催
と
な
れ
ば
永
冨
淳
次
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト

候
補
者
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
成
功
裡
に
納
め
ら
れ
ま
す

よ
う
担
当
の
皆
様
と
共
に
一
丸
と
な
っ
て
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
会
場
は
交
通
の
便
を
考
え
ま
し
て
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
仙
台
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
重
ね
て
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
会
員
の
皆
様
、
ご
家
族
の
皆
様
く
れ
ぐ
れ
も
健

康
に
ご
留
意
頂
き
ま
し
て
笑
顔
で
会
場
に
て
お
目
に
か
か

れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
各
役
員
の

方
々
へ
も
今
期
一
年
の
ご
協
力
に
改
め
て
感
謝
し
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　　

木
川
田
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
も
と
、
活
動
を
開
始
し
た

3
3
2
―
C
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
で
す
が
、
今
年
度
ほ
ど

の
激
動
の
年
は
東
日
本
大
震
災
の
２
０
１
１
年
と
同
程

度
、
も
し
く
は
そ
れ
を
上
回
る
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
9
年
9
月
に
発
生
し
た
台
風
15
号
に
よ
り
、
千

葉
を
中
心
と
し
た
関
東
沿
岸
地
域
の
被
災
地
へ
の
援
助
活

動
。
そ
の
つ
か
の
間
に
起
き
た
、
2
0
1
9
年
10
月
の
台

風
19
号
に
よ
る
宮
城
県
内
の
甚
大
な
る
被
害
状
況
。
ガ
バ

ナ
ー
を
中
心
と
し
た
、
被
災
地
域
へ
の
奉
仕
活
動
に
は

我
々
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
も
、
ラ
イ
オ
ニ
ズ
ム
を
体
現
す
る

メ
ン
バ
ー
に
心
か
ら
励
ま
さ
れ
た
次
第
で
す
。

　

そ
の
活
動
の
、
集
大
成
で
あ
る
年
次
大
会
へ
向
け
活
動

を
本
格
化
す
る
寸
前
に
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
宣
言
に
よ
る
様
々
な
活
動
制
限
。
そ
れ
に
伴

い
、
開
催
要
項
の
大
幅
な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
今
後

の
見
通
し
は
不
透
明
の
中
で
の
判
断
と
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
を
は
じ
め
と
し
た
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
対

す
る
支
援
要
請
も
、
要
求
さ
れ
る
物
資
の
確
保
自
体
が
難

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
の
中
で
も
、
各
々
で
き
る
奉
仕
活

動
は
ボ
デ
ィ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
は
じ
め
、
様
々
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
年
次
大
会
は
、
こ
の
状
況
下
の

中
で
最
良
の
開
催
方
法
を
模
索
し
、
本
来
の
活
動
目
的
で

あ
る
奉
仕
を
し
続
け
る
。
そ
の
活
動
こ
そ
が
、
年
次
大
会

に
参
加
す
る
価
値
と
同
等
の
意
義
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、

残
さ
れ
た
期
間
を
精
一
杯
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

G
L
T
委
員
会
活
動
報
告
と
し
ま
し
て
、
昨
年
11
月
15

日
（
金
）
ガ
イ
デ
ィ
ン
グ
ラ
イ
オ
ン
養
成
講
座
を
T
K
P

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
仙
台
駅
北
に
て
開
催
し
、
L
吉
原
稔
貴

3
3
3
―
C
地
区
元
ガ
バ
ナ
ー
を
講
師
に
お
招
き
し
、
約

50
名
の
ラ
イ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は
「
元
気
な
ク
ラ
ブ
を
作
る
」 「
新

ク
ラ
ブ
の
設
立
の
為
の
詳
細
な
指
導
」
な
ど
を
中
心
と
し

て
講
演
い
た
だ
き
、
大
変
分
か
り
や
す
く
、
そ
し
て
楽
し

く
、
２
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
す
ぎ
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
昨
年
の
台
風
19
号
の
直
撃
に
よ
り
中
止
と
な
っ

た
第
5
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
仕
切
り
直
し
で
今
年
の
5

月
16
日（
土
）に
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
一

人
で
も
多
く
の
ラ
イ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
詳
細
は
追
っ
て
ご
連
絡
い
た

し
ま
す
。

　

今
期
G
L
T
委
員
会
の
事
業
は
ま
だ
残
っ
て
お
り
ま
す

が
、
今
ま
で
5
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

役
員
の
皆
さ
ま
は
じ
め
、
各
副
委
員
長
の
皆
さ
ま
に
ご
出

席
い
た
だ
き
、
大
変
充
実
し
た
委
員
会
と
な
り
ま
し
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
の
残
り
の
事
業

も
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
中
止
も
し
く
は

延
期
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
通
り
の
ご
協

委員長活動報告

第
66
回
地
区
年
次
大
会 

委
員
長

G
L
T
委
員
会 

委
員
長

第
66
回
地
区
年
次
大
会 

事
務
局
長

L.伊藤 新治郎

L.菊地  守

L.熊谷 浩幸

仙台高砂LC

仙台ニューポートLC

仙台広瀬LC

（注） 原稿は２月～3月執筆のため、その後の社会情勢の変化
　　 による行事の変更・中止は反映されておりません。
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力
を
何
卒
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
G
L
T
委
員
会
開
催
に
つ
き

ま
し
て
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

令
和
１
年
７
月
25
日
に
第
一
回
G
M
T
委
員
会
を
開
催

し
、
今
期
の
委
員
会
活
動
内
容
の
方
針
に
つ
い
て
協
議
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
ガ
バ
ナ
ー
運
営
方

針
で
あ
る
会
員
維
持
増
強
に
つ
い
て
の
方
策
を
い
か
に
実

行
し
て
い
く
か
が
極
め
て
重
要
な
テ
ー
マ
で
し
た
。

　

そ
こ
で
委
員
会
で
は
、

① 

第
一
回
G
A
T
G
M
T
担
当
者
会
議
の
開
催

② 

経
済
交
流
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

③ 

諮
問
書
回
答
に
基
づ
く
各
ク
ラ
ブ
へ
の
訪
問

を
実
行
す
る
た
め
に
、（
１
）特
別
委
員
会
、（
２
）J
C
等

会
員
開
発
、（
３
）
経
済
交
流
会
、（
４
）G
A
T
グ
ル
ー

プ
、（
５
）特
別
対
策
室
、（
６
）委
員
会
内
事
務
局
を
構
成

し
、
副
委
員
長
に
各
部
門
の
担
当
と
な
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

① 

第
一
回
G
A
T
G
M
T
会
議

サ
バ
ン
ナ
分
析
表
の
説
明
、
プ
ラ
チ
ナ
会
員
制
度
の
周
知

の
た
め
、
各
ク
ラ
ブ
よ
り
G
M
T
担
当
者
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
、
令
和
１
年
10
月
２
日　

戦
災
復
興
記
念
館
に
お

い
て
G
A
T
G
M
T
担
当
者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
木
川
田
ガ
バ
ナ
ー
は
じ
め
70
名
と
い
う
多
く
の
ご
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

② 

経
済
交
流
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

会
員
拡
大
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
令
和
１
年
11
月

29
日
に
経
済
交
流
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
予
定
い
た
し
ま
し

た
が
、
台
風
19
号
の
影
響
に
よ
り
残
念
な
が
ら
開
催
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
止
む
な
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
イ

ベ
ン
ト
開
催
に
向
け
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

③ 

諮
問
書
回
答
に
基
づ
く
ク
ラ
ブ
訪
問

令
和
２
年
１
月
以
降
は
ク
ラ
ブ
訪
問
を
メ
イ
ン
に
活
動
す

べ
く
幾
度
か
昨
年
末
よ
り
小
委
員
会
を
重
ね
計
画
し
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
抑
止
の
た
め
、
自
粛

要
請
に
基
づ
き
訪
問
の
見
合
わ
せ
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

事
態
の
終
息
を
見
守
り
つ
つ
、
行
動
に
制
限
は
ご
ざ
い

ま
す
が
今
後
も
委
員
会
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。　

１
．
今
年
度
を
振
り
返
っ
て

　

今
年
度
は
、
下
記
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
開
催
の

他
、
２
の「
年
次
大
会
で
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」実
施
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

■
女
性
ラ
イ
オ
ン
・
ノ
ン
ラ
イ
オ
ン
交
流
会

　
「
指
ヨ
ガ
講
座
」 

開
催

　

2
0
1
9
年
10
月
18
日
（
金
）、
仙
台
市
の
ホ
テ
ル

「
パ
レ
ス
へ
い
あ
ん
」
を
会
場
に
、「
女
性
ラ
イ
オ
ン
・

ノ
ン
ラ
イ
オ
ン
交
流
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
講

師
は
、
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
指
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
ラ
モ
ス
久
美
子
先
生
。
参
加
者
は
、
男
女

合
わ
せ
て
50
名
を
超
え
ま
し
た
。
指
ヨ
ガ
講
座
終
了
後

は
、「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
ク
イ
ズ
」
を
実
施
し
、
歴
史

や
成
り
立
ち
、
そ
し
て
3
3
2
―
C
地
区
の
活
動
の
様

子
な
ど
を
、
知
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■「
ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ハ
ウ
ス　

せ
ん
だ
い
」

　

物
資
提
供
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＆
ハ
ウ
ス
ツ
ア
ー

　

2
0
1
9
年
11
月
23
日
（
祝
）
に
、
各
ク
ラ
ブ
か
ら

集
ま
っ
た
物
資
を
持
っ
て
、
ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
・
ハ
ウ
ス
仙
台
へ
伺
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ハ
ウ
ス
の
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
リ
ス
ト
に
応
じ

て
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
4
6
6
個
、
ボ
ッ
ク
ス

テ
ィ
ッ
シ
ュ
95
箱
、
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
88
個
、
ハ
ブ

ラ
シ
80
本
…
そ
の
他
、
洗
剤
、
ゴ
ミ
袋
、
レ
ト
ル
ト
食

品
な
ど
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
物
資
を
提
供
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

２
．
年
次
大
会
に
お
け
る
食
糧
支
援
活
動

　
　
（
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
）へ
の
、
ご
協
力
の
お
願
い

※
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品

　

を
持
ち
寄
り
、
地
域
の
団
体
や
施
設
、
フ
ー
ド
バ
ン

　

ク
な
ど
に
寄
付
す
る
活
動
で
す
。

■
実
施
目
的
：
子
ど
も
食
堂
お
よ
び
貧
困
家
庭
へ
の
食
糧

　

支
援

　

一
部
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
東
北
A
G
A
I
N
様
を
通
じ
て

　

の
支
援
と
な
り
ま
す
。

■
実
施
日
：
2
0
2
0
年
4
月
26
日（
日
）  

登
録
時
間
～

　

終
了
時
間
ま
で

■
実
施
場
所
：
年
次
大
会
受
付
付
近
を
予
定

■
支
援
依
頼
：
別
紙
リ
ス
ト
の
長
期
保
存
食
品
の
ご
寄
付

　

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

2019-2020  Cabinet Members

G
M
T
委
員
会 

委
員
長

F
W
T
委
員
会 

委
員
長

L.及川  太
仙台いずみLC

L.佐藤 なな子
仙台わかば支部
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委
員
会
で
決
定
し
、
そ
の
後
実
行
し
た
活
動
及
び
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

１
．
眼
鏡
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
経
過
報
告

副
委
員
長
で
あ
る
山
口
克
宏
L（
東
北
福
祉
大
Ｌ
Ｃ
）

が
尽
力
し
た
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

日
本
ア
イ

グ
ラ
ス
リ
サ
イ
ク
リ
ン
セ
ン
タ
ー
」
は
認
め
ら
れ
、

活
動
し
て
い
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
①
全
国

か
ら
収
集
で
き
る
体
制
の
確
立
、
②
使
用
し
て
頂
く

世
界
の
国
々
の
情
報
を
得
、
協
力
し
て
頂
く
眼
科
医

の
確
保
、
③
配
送
料（
一
個
当
た
り
1
0
0
円
程
度
）

の
確
保
で
す
。

２
．
ア
イ
バ
ン
ク 

「
目
の
市
民
公
開
講
座
」
へ
の
参
加
と

　
　

今
後
の
課
題

2
0
1
9
年
10
月
6
日
、
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
市
民
講
座
は
東
北
大
学
医
学
部
眼
科

学
教
室
が
主
催
し
第
10
回
目
で
あ
っ
た
。
参
加
人
数

は
約
1
0
0
名
で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
菊
地

伸
治
L（
仙
台
青
葉
）の
講
演
が
あ
り
、
田
畑
英
伍
L

（
仙
台
五
城
）、
中
沢
幸
男
L（
仙
台
広
瀬
）、
大
久
晃

功
L
と
伊
藤
孝
L（
仙
台
エ
コ
ー
）が
参
加
し
た
。
ア

イ
バ
ン
ク
の
理
事
会
、
評
議
員
会
の
議
題
と
し
て
市

民
公
開
講
座
の
参
加
を
増
や
す
た
め
に
、
来
年
度
か

ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
後
援
か
ら
経
済
的
負
担
は

な
い
形
で
、
共
催
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
提
案
さ

れ
て
い
る
。

３
．
糖
尿
病
対
策
支
援
の
課
題

１
）2
0
1
9
年
8
月
9
日
（
金
）
か
ら
2
泊
3
日
の

日
程
で
１
型
糖
尿
病
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
第
19

回
宮
城
県
小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ

た
。

２
）2
0
2
0
年
6
月
21
日
（
日
）・
7
月
19
日
（
日
）

に
第
4
回
宮
城
県
糖
尿
病
療
養
指
導
士
認
定
の
た
め

の
講
習
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
今
年
も
財
政
的
に
困
難
で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
か
ら
の
援
助
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

予
算
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
副
委
員
長
L
山
口
克

弘（
東
北
福
祉
大
学
L
C
）よ
り
小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
の
素
案
が

提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

４
．
財
政
支
援
を
行
っ
て
い
る
腎
バ
ン
ク
、
骨
髄
バ
ン
ク

は
い
ず
れ
も
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
今
後
も
支

援
を
継
続
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

５
．
献
血
支
援
活
動
は
各
地
で
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
継

続
し
て
い
る
活
動
の
一
つ
で
す
。
ク
ラ
ブ
の
減
少
と

と
も
に
献
血
人
数
の
減
少
も
否
め
ま
せ
ん
が
、
各
ク

ラ
ブ
に
は
今
後
と
も
積
極
的
な
取
り
組
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

平
素
よ
り
当
委
員
会
へ
の
ご
支
援
及
び
ご
理
解
を
賜
り

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

Y
C
E
事
業
は
、
将
来
を
担
う
青
少
年
た
ち
に
外
国
の

若
者
と
親
し
く
交
流
し
異
な
っ
た
文
化
背
景
を
持
つ
世
界

の
人
々
と
の
生
活
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
今

期
担
当
地
区
と
し
て
、
夏
期
来
日
生
滞
在
期
間
の
７
月
27

日
～
29
日
の
３
日
間 

Ｙ
Ｃ
Ｅ
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
ホ
テ

ル
原
田
i
n
さ
く
ら
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
夏
期
来
日
生
に
つ
い
て
受
入
れ
頂
い
た
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
様
、
サ
ポ
ー
ト
の
レ
オ
ク
ラ
ブ
、

そ
し
て
関
係
者
の
方
々
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
来
期
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
担
当
地
域
が
福
島
に
代

わ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

春
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
Ｙ
Ｃ
Ｅ
の
当
地
区
か
ら
の

タ
イ
へ
の
派
遣
生
は
、
現
在
発
生
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
拡
散
防
止
、
派
遣
生
・
ホ
ス
ト
家
庭
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
に
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
国
際
交
流
の

難
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
関
係
の
皆
様
に
は
、
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
た
こ
と
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
に
レ
オ
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
期
、

8
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
３
３
２
―
Ｂ
地
区
の
「
レ
オ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
当
地
区
の
レ
オ
ク
ラ
ブ
が
、
他
地
区
レ

オ
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
を
目
的
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
来
期
は
、
当
地
区
で
レ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
で
き

る
よ
う
に
、
レ
オ
ク
ラ
ブ
交
流
会
を
通
し
て
準
備
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
関
係
者
の
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
地
区
の
各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
レ
オ
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
を
深
め
る
一
つ
と
し
ま
し
て　

レ
オ
ク
ラ
ブ
へ
の
ア
ク
ト
依
頼
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

委員長活動報告

G
S
T
・
国
際
関
係
・
Y
C
E
・
レ
オ

委
員
会 

委
員
長

G
S
T
・
臓
器
移
植
・
糖
尿
病
対
策
支
援

委
員
会 

委
員
長

L.伊藤  孝
仙台エコーLC

L.大木 俊則
仙台いわきりLC

（注） 原稿は２月～3月執筆のため、その後の社会情勢の変化
　　 による行事の変更・中止は反映されておりません。
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今
年
度
を
振
り
返
り
ま
し
て
、
昨
年
７
月
の
木
川
田
ガ

バ
ナ
ー
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
早
９
ヶ
月
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
今
期
は
、
Ｍ
Ｃ
・
ラ
イ
オ
ン
み
や
ぎ
・
Ｉ
Ｔ

委
員
会
の
委
員
会
活
動
は
毎
月
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
も
「
思
い
や
り
と
奉
仕
の
喜
び
共
感
し
！　

Ｗ
ｅ

　

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
木
川
田
ガ
バ
ナ
ー
の
重

点
方
針
を
基
に
、
執
行
部
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
委

員
会
と
し
て
も
一
丸
と
な
っ
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
台
風
19
号
に
よ
る
被
災
地
支
援
活
動
に
は
力
を

入
れ
て
、
全
国
の
Ｌ
Ｃ
か
ら
も
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
こ

と
は
、
ラ
イ
オ
ン
み
や
ぎ
で
も
特
集
し
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
活
動
・
委
員

会
活
動
・
各
ク
ラ
ブ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
レ
ポ
ー
ト
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
情
報
を
発
信
で
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
致
し
て

お
り
ま
す
。

〈
Ｍ
Ｃ
・
ラ
イ
オ
ン
み
や
ぎ
・
Ｉ
Ｔ
委
員
会
活
動
〉

① 

ラ
イ
オ
ン
み
や
ぎ
の
発
行

　

７
・
８
月
号　

９
・
10
月
号　

11
・
12
月
号

　

１
・
２
月
号　

発
行
済

　

現
在　

３
・
４
月
号
編
集
中　

５
・
６
月
号
は
年
次
大
会

　

を
中
心
に「
一
年
を
ふ
り
返
っ
て
」 

予
定

② 

特
別
企
画「
ガ
バ
ナ
ー
・
リ
ジ
ョ
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

　

座
談
会
」 

開
催（
10
月
）

③ 

３
３
２
―
Ｃ
地
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新

④ 

国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
会
開
催（
11
月
）

⑤ 

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
活
動
の
県
内
へ
の
広
報
活
動

　

大
き
く
５
つ
の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
区
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
指
導
を
頂
き
た
く

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
活
動
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
ご
報

告
で
き
る
事
、
楽
し
い
委
員
会
活
動
で
あ
る
こ
と
、
来

期
も
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
詰
め
こ
み
、
ま
す
ま
す
地

区
内
が
盛
り
上
が
る
広
報
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

L
C
I
F
創
設
51
周
年
を
迎
え
、
新
た
な
一
歩
と
し
て

奉
仕
可
能
目
標
を
掲
げ
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
1
0
0
を
展
開

し
2
年
目
と
な
り
、
奉
仕
分
野
の
拡
大
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
昨
年
、
秋
の
東
日
本
台
風
に
よ
る
丸
森
地
区

等
へ
の
災
害
支
援
金
の
交
付
な
ど
の
支
援
各
ク
ラ
ブ
に
お

い
て
も
大
変
苦
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
全
ク
ラ
ブ
全
員

1
0
0
＄
貢
献
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

3
3
2
―
C
地
区
目
標
で
あ
る
1
5
0,
0
0
0
＄
を
確

実
に
達
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
支
援
と
貢

献
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

　

当
地
区
に
お
い
て
も
寄
付
目
標
に
向
け
た
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。L
C
I
F
1
0
0
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を

６
月
11
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
各
ク
ラ
ブ
の
大
会

へ
の
参
加
と
全
ク
ラ
ブ
広
告
を
掲
載
し
て
い
た
だ
き
、

L
C
I
F
1
0
0
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
確
実
に
支
援
し
達
成
に

尽
力
を
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

尚
、
メ
ン
バ
ー
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
1
0
0
に
す
べ
て
の

会
員
が
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
理
解
と
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
大
会
参
加
委
員
会
の
大
き
な
目
標
は
、
第
58

回
O
S
E
A
L
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
第
66
回
地
区
年
次
大
会
そ

し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
際
大
会
2
0
2
0
へ
の
参
加
の

呼
び
か
け
で
し
た
。

　

O
S
E
A
L
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
広
島
で
開
催
さ
れ
、
多
く

の
会
員
の
皆
様
に
参
加
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
入
札
方
式
と
な
り
多
く
の

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
メ
ン
バ
ー
に
と
っ

て
有
意
義
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
バ
ザ
ー

ル
も
３
日
間
開
催
さ
れ
て
会
場
は
大
盛
況
で
あ
り
、
Ｏ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｌ
地
区
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
と
の
交
流
と
懇
親
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

第
66
回
地
区
年
次
大
会
は
、
4
月
26
日（
日
） 

、
仙
台
駅

に
隣
接
し
て
お
り
ま
す
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
が

会
場
で
す
の
で
交
通
の
便
も
よ
く
、
多
く
の
会
員
の
皆
さ

ん
に
参
加
を
頂
け
る
よ
う
声
掛
け
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
際
大
会
は
、
6
月
27

日
（
土
）が
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
レ
ー
ド
（
9
：
00
～

12
：
00
予
定
） 

翌
28
日（
日
）10
：
00
～
12
：
00
が
大
会
開

2019-2020  Cabinet Members

L
C
I
F
・
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
基
金

管
理
委
員
会 

委
員
長

M
C
・
ラ
イ
オ
ン
み
や
ぎ
・
I
T
委
員
会 

委
員
長

大
会
参
加
委
員
会 

委
員
長

L.木村 清重

L.高橋  巌

L.齋藤 裕子

仙台シティLC

仙台高砂LC

仙台エコーLC
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会
式
で
、
夜
は
19
：
00
～
21
：
00 

3
3
2
―
C
地
区
の
夕

べ
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
30
日（
火
）が
大
会
閉

会
式
の
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
L
I
O
N
み
や
ぎ　

1
・
2
月
号
に
掲
載
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

3
月
に
入
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
学
校
が

臨
時
休
校
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
区
年
次
大
会

を
中
止
に
し
た
地
区
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
3
3
2
―
C

地
区
に
お
い
て
は
例
年
通
り
開
催
さ
れ
る
も
の
と
し
て
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
状
況
次
第
で
は
、
地
区
年
次
大
会
・
国
際
大
会
に

も
影
響
が
及
ぶ
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
早
め
の
終
息

を
願
い
大
会
参
加
委
員
会
の
経
過
報
告
と
致
し
ま
す
。

　

A
L
E
R
T
委
員
会
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
期
の
A
L
E
R
T
委
員
会
は
、
災
害
が
多
く
発
生
し

た
為
に
会
議
の
殆
ど
が
被
災
地
支
援
に
つ
い
て
の
対
応
に

追
わ
れ
ま
し
た
。
支
援
し
て
頂
い
た
ク
ラ
ブ（
他
地
区
含
）

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
「
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
寄
贈

事
業
」
で
は
、
各
ク
ラ
ブ
に
お
願
い
し
て
い
る
中
、
仙
台

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
L
C
、
石
巻
中
央
L
C
よ
り
寄
贈
先
が
あ

る
と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
数
に
限
り
は
あ
り
ま
す

が
、
地
区
内
の
沿
岸
部
、
河
川
の
氾
濫
す
る
恐
れ
の
あ
る

と
こ
ろ
に
寄
贈
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
災
害
発
生
時
の
3
3
2
―
C
地
区
の
活
動

（
案
）」も
た
だ
い
ま
作
成
中
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
各
ク
ラ

ブ
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

保
育
園
や
幼
稚
園
、
学
校
の
始
業
が
４
月
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
期
首
が
７
月
で
あ
る
た
め
、
教
育
関
係
機
関

へ
の
案
内
や
準
備
を
考
え
る
と
、
前
期
か
ら
準
備
を
進
め

る
必
要
性
が
あ
り
、
副
委
員
長
の
任
期
２
年
、
委
員
長
３

年
の
特
殊
な
委
員
会
で
す
。

　

昨
年
度
期
首
、
３
年
間
の
指
針
と
し
て
、
１
期
目
は

L
C
I
F
交
付
金
の
申
請
、
２
期
目
は
薬
物
乱
用
防
止
教

育
認
定
講
師
養
成
講
座
の
改
訂
、
３
期
目
は
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
エ
ス
ト
の
必
要
性
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
「
ラ

イ
フ
ス
キ
ル
教
育
」
説
明
員
の
全
ゾ
ー
ン
配
置
を
か
か
げ

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
今
期
は
２
期
目
の
委
員
長
を

拝
命
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
期
、
L
C
I
F
交
付
金
の
申
請
許
可
が
お
り
、
今
期

は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
の
資
金
に
悩
む
こ
と
な
く
活
動

が
で
き
て
お
り
ま
す
。

　

今
期
は
、
ク
ラ
ブ
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
「
あ
な

た
に
も
で
き
る
薬
物
乱
用
防
止
教
室
」
を
意
識
し
、
薬
物

乱
用
防
止
教
育
認
定
講
師
養
成
講
座
を
実
施
致
し
ま
し

た
。
わ
か
り
に
く
か
っ
た
医
学
講
座
の
改
訂
に
は
、
Ｇ
Ｓ

Ｔ
・
臓
器
移
植
・
糖
尿
病
対
策
支
援
副
委
員
長
の
山
口
克

宏
L
を
中
心
に
、
委
員
会
に
も
検
証
し
て
頂
き
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
実
践
講
座
に
つ
い
て
は
、
２

R
C
の
富
岡
和
弘
L
に
当
委
員
会
の
副
委
員
長
を
兼
務
し

て
頂
き
、
台
本
付
き
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
を
作
成
し

て
頂
き
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
学
校
で
お
話
し
し
た
ら
い

い
の
か
を
ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。
後
日
、
こ
の
資
料
を
基

に
実
践
さ
れ
た
会
員
様
か
ら
、「
学
校
で
も
と
て
も
好
評

で
、
今
期
の
講
座
は
と
て
も
良
か
っ
た
。」と
喜
ん
で
も
ら

え
て
お
り
ま
す
。

　

東
北
福
祉
大
学
で
は
、
昨
年
の
セ
ミ
ナ
ー
に
続
き
、
１

月
に
開
催
し
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
好
評
で
、
次
期
は
２
倍
規
模
で
開
催
す
る
計
画
で

す
。
他
の
大
学
で
も
展
開
を
図
れ
る
指
針
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

６
月
に
９
名
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
「
ラ
イ
フ
ス

キ
ル
教
育
」
説
明
員
研
修
を
行
い
ま
す
。
受
講
者
の
中
に

は
、
永
冨
淳
次
１
V
D
G
、
加
藤
俊
治
２
V
D
G
も
入
っ

て
お
り
ま
す
。
受
講
後
は
、
是
非
、
お
話
を
伺
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

残
り
３
カ
月
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
得
て
、
今
期
も
委
員
会
運
営
が
で
き
ま
し
た
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

委員長活動報告

A
L
E
R
T
委
員
会 

委
員
長

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
・
薬
物
乱
用
防
止

委
員
会 

委
員
長

L.髙橋 健一
石巻めぐみ野LC

L.新木 経嗣
石巻日和LC

（注） 原稿は２月～3月執筆のため、その後の社会情勢の変化
　　 による行事の変更・中止は反映されておりません。
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２
月
20
日
木
曜
日
、
午
後
６
時
よ
り
ベ

ネ
シ
ア
ン
ホ
テ
ル
白
石
蔵
王
に
お
い
て
２

Ｒ
１
Ｚ
・
２
Ｚ
の
合
同
三
役
交
流
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ブ
の
三
役
他
、

会
員
も
含
め
て
59
名
程
が
参
加
で
し
た
。

　

例
会
も
粛
々
と
行
わ
れ
、
保
科
榮
二
白

石
益
岡
Ｌ
Ｃ
会
長
の
挨
拶
、
富
岡
和
弘
第

２
Ｒ
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
挨

拶
、
永
冨
淳
次
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、

佐
藤
義
則
名
誉
顧
問
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を

し
ま
し
た
。
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
１
０
０
０
ド
ル
献

金
を
保
科
榮
二
Ｌ
が
行
い
ま
し
た
。
ク
ラ

ブ
幹
事
報
告
の
後
、
閉
会
宣
言
が
さ
れ
ま

し
た
。

　

懇
親
会
に
移
り
、
開
宴
の
挨
拶
は
岡
田

正
光
第
２
Ｚ 

Ｚ
Ｃ
で
、
ウ
ィ
サ
ー
ブ
の
発

声
を
髙
橋
正
衛
第
２
Ｚ 
副
Ｚ
Ｃ
が
声
高

ら
か
に
行
い
、
会
食
・
懇
談
に
移
り
ま
し

た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
ア
ル
ト
サ
ッ
ク

ス
の
演
奏
で
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
て
良
か
っ
た
で
す
ね
。
各
ク
ラ
ブ

も
交
流
出
来
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
会
う
日
ま
で
を
皆
で
踊
り
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
ロ
ー
ア
を
内
田
洋
一
第
１
Ｚ 

副
Ｚ
Ｃ

で
、
閉
会
の
挨
拶
は
菊
地
一
男
第
１
Ｚ 

Ｚ

Ｃ
で
交
流
会
も
お
開
き
に
成
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
皆
で
記
念
写
真
を
撮
影
し
て
散

会
と
成
り
ま
し
た
。
担
当
ク
ラ
ブ
の
皆

様
、
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

第
２
Ｒ 

1
Z
・
2
Z

合
同
三
役
交
流
会

第
3
Ｒ 

1
Z・2
Z

新
年
合
同
例
会

Topics

日
時
◇
2
0
2
0
年
2
月
20
日（
木
）

会
場
◇
ベ
ネ
シ
ア
ン
ホ
テ
ル
白
石
蔵
王

日
時
◇
2
0
2
0
年
2
月
10
日（
月
）

会
場
◇
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
多
賀
城
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　　各クラブで眼鏡回収箱などを活用
　　し、眼鏡を集めていただきます。
　　眼鏡一つにつき、50円の寄付金
　　を頂戴します。

　　キャビネット事務局へ個数、金額
　　を通知していただきます。
332-C地区キャビネット事務局　　　
　TEL：022-398-3904
　FAX：022-398-3914
　e-mail：332-c@lions-clubs.jp

　　集めた眼鏡は下記へ元払いで送っ
　　てください。
送付先 
ライオンズクラブ国際協会332-C地区
眼鏡リサイクルセンター 二日町受付所
　〒980-0802宮城県仙台市青葉区　
　二日町18-16 アムコ二日町ビル3F
　TEL：022-302-5062

　　寄付金は、下記キャビネットの指
　　定口座へご入金ください。
振込先
七十七銀行 新伝馬町支店
普通口座 5009701
ライオンズクラブ国際協会332-C地区
特別事業委員会 代表　岩本政郁

① リトアニアへ度付き眼鏡1000個を寄贈
② ザンビア共和国（アフリカ）へ度付き眼鏡160個を寄贈
③ モザンビーク共和国（アフリカ）へサングラス200個を寄贈
④ 認定NPO法人ロシナンテスへサングラス15,000個寄贈
⑤ 日本眼科国際医療協力会議へサングラス2,000個寄贈　他多数

　今後も世界各地へ支援の波は広がってゆ
くでしょう。素晴らしい活動ありがとうござい
ます。地区の皆さん、積極的に参画し活動を
してまいりましょう。みなさんのご提供をお
待ちしております！

人生をかえる一つの眼鏡
家の中に、使わなくなった眼
鏡が眠っていませんか。その
眼鏡が誰かの人生を変える
かもしれません。

ライオンズ眼鏡リサイクル
眼鏡リサイクルセンターは眼鏡を洗浄し、度
の強さで分類して梱包します。リサイクルさ
れた眼鏡は、国内、国外を問わず恵まれない
人々に配布されて、最大限に活用されます。

あなたの支援で、子供たちが字を読めるようになったり、大人が仕事で成功
できるようになったり、お年寄りが自立した生活ができるようになるのです。

中古眼鏡の寄付をお願い
いたします
使わなくなった眼鏡を寄付し
てください。そして誰かの人
生を変えてください。

　ライオンズクラブ100周年を記念した332-C地区のレガシー・プロジェクトと
して設立された332-C地区「眼鏡リサイクルセンター」。全国各地より送られて
きた中古眼鏡を、障害者就労支援事業所の一角で、障害者の方々が中古眼
鏡の中から不良品を除外し、眼鏡の洗浄を行い、レンズチェッカーを用い屈折
度を測定します。種類を明記してビニール袋に入れ、海外向けに梱包するまで
の一連の作業に対し労賃が支払われます。各ライオンズクラブよりの一本に
つき50円の寄付金は、この労賃と海外への発送代としてまかなわれます。
　この眼鏡リサイクル事業はヘレンケラー女史の提言に始まったライオンズク
ラブの視覚保護活動の代表的事業です。視覚障害は、一般に「失明」と「低
視力」に大別されます。最近の統計では、2015年時点の世界視覚障害者数
は、失明者3,600万人、低視力者は2億5,260万人となっています。今後はさら
に急増すると予測されています。ライオンズの中古眼鏡リサイクル施設は12ヶ
所あり、人道的配布チームにより発展途上国の受給者に送付されています。さ
らなるリサイクル事業の拡大が望まれています。

QRコードをスマホのカメラ
で写すと、ホームページで
もご覧になれます。

眼鏡のリサイクルフロー

1

2

3

4

ライオンズクラブ国際協会 332-C地区

眼鏡リサイクルセンター
の紹介

332-C地区「眼鏡リサイクルセンター」の2019年度の主な実績
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　第103回年次ライオンズクラブ国際大会は、2020年6月26日～30日、シンガポールにて開催さ

れます。シンガポールは、いわば多文化が融合した万華鏡です。人口密度は、１平方キロメート

ル当たり6,400人と、世界2位です。この素晴らしい都市国家には、国の象徴である空想上の動

物マーライオン、素晴らしい自然公園、世界初の夜間動物園／サファリなどがあります。

会場：サンズ・エキスポ＆コンベンションセンター
　サンズ・エキスポ＆コンベンションセンターは、ライオンズ
国際本部ホテル（マリーナベイ・サンズ）につながっています。
シンガポール中心街のど真ん中に位置するサンズ・エキスポ＆
コンベンションセンターは、MICE会場として、世界で他に類
を見ないほど魅力的な場所にあります。

インターナショナル・パレード
　ライオンズの壮麗なパレードは2020年6月27日（土）に
開催されます。125カ国以上から約1万人のライオンズが参加
し、多くは民族衣装に身を包み行進します。

基調講演者：マララ・ユスフザイ氏
　命が脅かされたほどの危機を切
り抜け、やがてノーベル賞の最年少
受賞者となった、稀有な経歴を持つ
若い女性です。これほどの功績を残
したにもかかわらず、マララさんは
自らを特別な存在だとは考えてい
ません。

　活動家だった父親の姿に刺激を受け、マララさんは11歳のとき
に女子教育に関するキャンペーンを始めました。BBC（英国放送
協会）が開設していたブログに匿名で「Diary of a Pakistani 
Schoolgirl」（パキスタン女子学童の日記）を寄稿し、タリバン
支配下の生活をつづったのです。マララさんは間もなく、女子教
育を支援する活動を表立って行うようになりました。近くの村を
訪ねて回る父親に同行し、女性を学校に誘うのです。父親が男性
と話をしている間に、マララさんは女性に話しかけます。こうした
父と娘のキャンペーンは、2009年に米国のニューヨーク・タイム
ズ紙が短編のドキュメンタリー記事として取り上げました。する
と瞬く間にマララさんは世界中のメディアから注目されるように

なり、数々の賞を受けました。彼女は地域社会の中で目立つ存在
となったため、15歳のとき、公の場で口をきいたからという理由
でタリバンに襲撃されました。マララさんは英国に運ばれて体調
が回復し、以来、女性のための戦いを続けています。
　2013年、彼女は父ジアウディンさんと共同で「マララ基金」
を設立しました。その翌年、17歳になったマララさんは、女子が
12年間の教育を安全な環境で無償で受けられるように働きかけ
たことが認められ、ノーベル賞を受賞しました。マララさんは現
在オックスフォード大学に在学中で、哲学、政治、経済を中心に
学び、近く学位を取得する見込みです。マララさんは現在も変わ
らず、貧困、戦争、ジェンダー差別などの障壁と戦う活動の先頭
に立っています。特にジェンダー差別に関しては、そのために今な
お世界各地で１億3千万人もの少女が、学校に通えない状況が続

いています。　　　　　　　　　　　　　　（ライオンズHPより）

＜今後の国際大会開催予定＞
2021年6月25日～29日：カナダ  ケベック州モントリオール
 「カナダの文化首都」として知られるケベック州最大の都市、
モントリオールは、北米の他の都市とはまったく違います！モ
ントリオールには見所が多いので、滞在日数を増やすことを
お勧めします。
2022年7月1日～5日：インド  ニューデリー
　インドの首都でありインドの主要なゲートウェイである現代
のニューデリーは、にぎやかな大都市であり、古代文化と現
代文化が見事に融合しています。数々の古代文化遺産に触れ
ながら、最先端のショッピングモールなど見どころ満載です。

2023年7月7日～11日：米国  マサチューセッツ州ボストン
2024年6月21日～25日：オーストラリア  メルボルン
2025年7月4日～8日：メキシコ  メキシコシティ
2026年7月3日～7日：アメリカ  アトランタ

国際大会は新型コロナウイルスの影響で３月27日に中止が決定しました

SINGAPORE 2020
ライオンズクラブ国際協会

国際大会2020 ―シンガポール大会―
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　12月18日、台風19号災害で大変な被
害を受けた丸森町、大郷町、大崎市へそ
れぞれ15万円ずつ寄付いたしました。

　青少年健全育成のために、仙台萩ラ
イオンズクラブで毎年行っている仙台
市少年柔道大会が、今年も無事開催さ
れました。木川田ガバナーもお越しい
ただき、参加選手へ激励のお言葉をい
ただきました。今年は例年にないハイ
レベルの熱戦が繰り広げられ、総合順
位は僅差で下記の通りの結果になりま
した。　
総合優勝／牛木道場
総合準優勝／八木山柔道愛好会
総合三位／亘理町柔道スポーツ少年団
　　　　　泉柔道スポーツ少年団
　次世代の日本を背負って立つ柔道家
がこの中から育ってくれることを会員一
同期待してやみません。

　このほどめぐみ野地区に完成した新
しい蛇田総合支所敷地内に於いて、姉
妹クラブである上山あららぎライオンズ
クラブとの合同で記念植樹を行いまし
た。今回事業は姉妹クラブ締結の行事
の一環であります。植樹した樹木の名
前は｢マテバシィ｣、花言葉は｢永遠の愛｣
です。

　2月8日（土）、石巻祥心会ひたかみ
園（障害者支援施設）にて、毎年恒例
の「餅つき大会」を開催しました。
　園生と共に楽しく餅をつき、あんこ、
ごま、お雑煮などにしておいしくいただ
きました。

アクティビティレポート 

日時◎2019年12月18日（水）

台風19号支援金寄付

仙台いずみLC 

日時◎2020年１月10日（金）
場所◎石巻市蛇田総合支所敷地内
参加◎延べ人数
　　　L21名

姉妹クラブ合同による
記念植樹

石巻めぐみ野LC

日時◎2020年２月16日（日）
場所◎宮城県第二総合運動場
参加◎選手292名（26団体 103チーム）
　　　L14名

仙台萩ライオンズクラブ主催
第36回仙台市少年
柔道大会

仙台萩LC 

日時◎2020年２月８日（土）
場所◎石巻祥心会ひたかみ園
参加◎L５名

ひたかみ園餅つき大会

石巻中央LC 

第１R
第１Z

第４R
第１Z

第４R
第１Z

第１R
第２Z

丸森町会計室室長補佐 木幡浩昭様と現三役

大郷町副町長 武藤浩道様と現三役

大崎市長 伊藤康志様と遠藤会長
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332-C アクティビティ 労力奉仕 会員異動 家族会員 例会
出席率R Z クラブ名 件数 金額 件数 時間 期首 前月末 入会 退会 当月末 女性 世帯数 子会員数

1

1

仙 台 3 290,000 0 0 50 53 0 0 53 11 9 12 89
仙 台 エ コ ー 1 19,000 0 0 79 81 0 2 79 32 23 39 52.6
仙 台 五 城 1 20,000 0 0 49 46 0 0 46 16 8 17 67.2
仙 台 宮 城 野 2 14,000 0 0 14 15 0 0 15 0 0 0 50
仙 台 い ず み 0 0 0 0 40 43 0 1 42 3 0 0 100
仙 台 東 1 100,000 0 0 27 27 0 0 27 7 6 6 69.2
仙 台 青 雲 0 0 0 0 27 30 0 0 30 12 3 4 68.7
仙 台 泉 中 央 2 54,000 0 0 16 18 0 0 18 6 4 4 100

2

仙 台 青 葉 3 955,556 0 0 57 58 0 0 58 16 9 13 75
仙 台 広 瀬 0 0 0 0 25 29 0 1 28 1 0 0 100
仙 台 萩 0 0 0 0 45 45 0 0 45 16 9 12 73.4
仙 台 杜 2 10,677 0 0 32 31 0 1 30 12 11 13 64.7
仙 台 シ テ ィ 5 43,500 0 0 35 36 0 0 36 11 5 6 100
東 北 福 祉 大 学 2 21,000 0 0 51 51 0 0 51 4 0 0 70.5

　 リ ジ ョ ン 小 計　 22 1,527,733 0 0 547 563 0 5 558 147 87 126

2

1

名 取 0 0 1 14 47 45 0 0 45 7 8 9 100
亘 理 0 0 0 0 17 15 0 0 15 4 4 4 70
岩 沼 0 0 0 0 27 28 0 0 28 13 10 12 100
柴 田 3 27,000 0 0 19 18 0 0 18 4 0 0 100
大 河 原 0 0 0 0 22 22 0 1 21 5 5 5 52.9
丸 森 0 0 0 0 12 13 0 0 13 5 5 5 75
山 元 0 0 0 0 25 27 0 0 27 9 8 8 63.1

2

蔵 王 0 0 0 0 26 24 0 0 24 9 6 9 0
川 崎 0 0 0 0 30 22 0 0 22 5 5 5 100
白 石 益 岡 1 0 0 0 15 15 0 0 15 6 6 7 100
村 田 0 0 0 0 20 19 0 0 19 4 5 8 100
七 ヶ 宿 1 1,208 0 0 9 9 0 0 9 3 3 3 100

　 リ ジ ョ ン 小 計　 5 28,208 1 14 269 257 0 1 256 74 65 75

3

1

塩 釜 3 21,000 0 0 23 22 0 0 22 5 5 8 75
多 賀 城 5 72,850 0 0 41 39 0 0 39 8 9 9 70
七 ケ 浜 0 0 0 0 17 18 0 0 18 5 4 4 92.8
仙 台 高 砂 4 89,892 4 40 40 40 0 0 40 15 15 17 91.3
仙 台 い わ き り 2 27,000 1 9 36 36 0 0 36 9 9 9 100
利 府 1 0 0 0 9 10 0 0 10 5 1 4 100
仙台ニューポート 0 0 0 0 21 20 0 0 20 4 4 3 100

2
大 和 エ コ ー 1 30,000 0 0 28 27 1 0 28 4 4 4 66.6
塩 釜 中 央 0 0 0 0 11 13 0 0 13 6 5 5 100
富 谷 0 0 0 0 30 30 0 1 29 9 6 8 40

　 リ ジ ョ ン 小 計　 16 240,742 5 49 256 255 1 1 255 70 62 71

4

1

石 巻 11 2,860,000 0 0 76 75 0 1 74 28 9 10 100
東 松 島 0 0 1 160 47 45 0 0 45 12 13 19 81.8
石 巻 中 央 0 0 1 4.5 20 19 0 0 19 8 4 8 45.4
女 川 0 0 0 0 13 14 0 0 14 1 0 0 78.5
石 巻 日 和 2 15,000 2 22.5 16 20 1 0 21 8 4 5 60
石 巻 桃 生 0 0 0 0 25 25 0 0 25 13 9 12 50
石 巻 河 南 0 0 1 14 33 33 0 0 33 12 12 13 100
石 巻 め ぐ み 野 0 0 1 6 33 38 0 1 37 15 7 18 60.5

2

南 三 陸 志 津 川 0 0 0 0 54 54 1 0 55 17 16 17 100
気 仙 沼 1 22,593 1 24 82 82 0 0 82 9 5 5 21.7
佐 沼 0 0 0 0 25 24 0 0 24 9 7 9 0
中 田 1 10,000 0 0 19 18 0 0 18 7 7 7 36.1

　 リ ジ ョ ン 小 計　 15 2,907,593 7 231 443 447 2 2 447 139 93 123

5

1

古 川 0 0 0 0 50 48 0 0 48 13 11 11 54.8
鹿 島 台 0 0 0 0 7 7 0 0 7 3 3 3 0
小 牛 田 1 10,000 0 0 3 2 0 0 2 0 0 0 100
涌 谷 0 0 0 0 51 50 1 0 51 16 17 17 100
古 川 古 城 0 0 0 0 10 10 0 0 10 3 3 3 100

2

栗 原 若 柳 0 0 0 0 36 37 0 0 37 9 8 9 57.1
古 川 中 央 0 0 0 0 11 13 0 0 13 3 0 0 100
志 波 姫 0 0 0 0 26 29 0 0 29 11 10 10 65.7
築 館 0 0 0 0 20 18 0 0 18 7 5 5 80.7
加 美 0 0 0 0 13 12 0 0 12 3 0 0 100

　 リ ジ ョ ン 小 計　 1 10,000 0 0 227 226 1 0 227 68 57 58

332-C 合計 59 4,714,276 13 294 1,742 1,748 4 9 1,743 498 364 453

2020年3月度 マンスリー集計表 会員数 1,743名
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2020年 3・4月号

Governor Gallery

郡市長 表敬訪問

ミラノ国際大会

女性会員・ノンライオン交流会

東北学院大学つばさレオクラブ結成

ガバナー公式訪問（2R1Z）

アラートフォーラム全国大会in福岡

国際平和ポスター選考

公認ガイディングライオン養成セミナー

第１R新年合同例会

災害支援 大郷町仮設住宅炊き出し


